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北
東
ア
ジ
ア
地
域
が
世
界
の

経
済
機
軸
と
し
て
の
存
在
感
を

高
め
て
い
る
中
で
、
国
家
と
い

う
壁
を
越
え
た
自
治
体
間
の
交
流
と
協
力
を
通
じ

て
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
共
同
発
展
を
目
指
し
て
い

る
Ｎ
Ｅ
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Ｒ
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北
東
ア
ジ
ア
地
域
自
治
体
連
合
を
紹
介
し
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ

て
久
し
い
今
日
で
す
が
、
世
界
三
大
経
済
圏
と
し

て
急
浮
上
し
て
い
る
北
東
ア
ジ
ア
地
域
に
潜
在
す

る
無
限
の
成
長
力
を
極
大
化
し
、
世
界
化
及
び
経

済
ブ
ロ
ッ
ク
化
に
対
応
す
る
た
め
の
合
理
的
な
経

済
圏
構
築
の
要
望
の
高
ま
り
を
受
け
、
一
九
九
六

年
九
月
に
韓
国
、
日
本
、
中
国
、
ロ
シ
ア
の
四
カ

国
二
九
の
自
治
体
が
韓
国
慶
尚
北
道
に
一
堂
に
会

し
、
互
惠
・
平
等
の
精
神
に
基
づ
き
、
相
互
の
交

流
・
協
力
の
促
進
を
図
る
こ
と
で
、
地
域
の
共
同

発
展
と
平
和
に
資
す
る
た
め
、
北
東
ア
ジ
ア
地
域

自
治
体
連
合
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

相
互
の
交
流
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
共
同
発
展
と
世

界
平
和
へ
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
活

動
の
ス
タ
ー
ト
以
降
、
経
済
通
商
、
環
境
、
教
育
・

文
化
交
流
、
防
災
、
国
境
地
区
協
力
、
科
学
技
術
、

海
洋
・
漁
業
、
観
光
な
ど
、
様
々
な
分
野
に
お
け
る

幅
広
い
交
流
協
力
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
五
年
か
ら
は
韓
国
慶
尚
北
道
浦
項
市
に

常
設
の
事
務
局
を
設
置
し
、
名
実
共
に
連
合
の
タ

ー
ミ
ナ
ル
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
六

年
に
は
北
朝
鮮
と
モ
ン
ゴ
ル
の
自
治
体
が
新
た
に

加
入
、
さ
ら
に
二
〇
〇
八
年
に
は
五
団
体
が
新
規

加
入
し
、
現
在
六
カ
国
六
九
自
治
体
に
拡
大
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
治
体
の
要
望
と
時
代
背
景
に

応
じ
た
課
題
に
対
応
す
る
べ
く
、
分
科
委
員
会
も

追
加
さ
れ
、
現
在
で
は
八
つ
の
分
野
の
分
科
委
員

会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
の
組
織
は
総
会
を
中
心
に
実
務
委
員

会
と
各
分
科
委
員
会
が
配
置
さ
れ
、
様
々
な
交
流

協
力
事
業
が
効
率
的
に
推
進
で
き
る
よ
う
に
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

総
会
は
、
会
員
自
治
体
代
表
で
構
成
す
る
最
高

議
決
機
関
で
あ
り
、
議
長
団
体
（
総
会
開
催
自
治

体
）
に
よ
っ
て
隔
年
開
催
さ
れ
ま
す
。

創
設
背
景

組
織
及
び
主
要
事
業

Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ

：

北
東
ア
ジ
ア
地
域

自
治
体
連
合

ソ
ウ
ル
事
務
所
所
長
補
佐
　
青
野
　
寛
子
（
松
山
市
派
遣
）

海外の
行政施策

海外の
行政施策

海外の海外の
行政施策行政施策

海外の
行政施策
海外の

行政施策

海外の
行政施策
海外の
行政施策

《会員自治体》

《組織図》

●中国（6）
黒龍江省、河南省、湖北省、湖南省、寧夏回族自治区、山東省
●日本（10）
青森県、山形県、新潟県、富山県、石川県、福井県、京都府、兵庫県、鳥取県、島根県
●韓国（15）
釜山広域市、大邱広域市、仁川広域市、光州広域市、大田広域市、蔚山広域市、京畿道、
江原道、忠清北道、忠清南道、全羅北道、全羅南道、慶尚北道、慶尚南道、済州特別自
治道
●北朝鮮（2）
羅先特級市、咸鏡北道
●モンゴル（22）
ウランバートル市、アルハンガイ県、バヤン・ウルギー県、バヤンホンゴル県、ボルガン県、
ドンドゴビ県、ゴビ・アルタイ県、ゴビスンベル県、ダルハン・オール県、ドルノド県、ド
ルノゴビ県、ザウハン県、オルホン県、ウブルハンガイ県、ウムヌゴビ県、スフバートル県、
セレンゲ県、中央県、オブス県、ホブド県、フブスゴル県、ヘンティ県
●ロシア（14）
ブリヤート共和国、サハ（ヤクーチア）共和国、トゥヴァ共和国、アルタイ地方、ザバイ
カリエ地方、クラスノヤルスク地方、沿海地方、ハバロフスク地方、アムール州、イルクー
ツク州、カムチャツカ州、マガダン州、サハリン州、トムスク州

●オブザーバー
遼寧省（中国）、山口県（日本）はオブザーバーとして参加しており、連合の各イベント
への参加及び関連情報を共有している。
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実
務
委
員
会
は
、
会
員
自
治
体
の
局
（
庁
）
長

級
幹
部
で
構
成
さ
れ
、
会
員
自
治
体
間
の
意
見
調

整
、
総
会
で
委
任
し
た
事
項
の
決
定
、
交
流
協
力

策
の
協
議
等
の
各
機
能
を
遂
行
し
ま
す
。

分
科
委
員
会
は
、
各
分
野
に
関
心
を
持
つ
自
治

体
担
当
部
局
の
課
長
級
職
員
で
構
成
さ
れ
、
総
会
、

実
務
委
員
会
及
び
分
科
委
員
会
で
提
案
さ
れ
た
個

別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
各

分
科
委
員
会
ご
と
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
自
治
体
が

置
か
れ
、
連
絡
・
調
整
・
運
営
を
担
っ
て
い
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
自
治
体
は
互
選
で
、
任
期
は
二

年
で
す
が
再
任
を
妨
げ
ま
せ
ん
。

こ
の
分
科
委
員
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に

お
い
て
活
発
に
活
動
が
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
下
（
　
）
内
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
自
治
体

○
経
済
通
商
分
科
委
員
会
（
慶
尚
北
道

：

韓
国
）

　
実
効
性
の
あ
る
経
済
通
商
交
流
を
推
進
し
、

北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
共
同
繁
栄
及
び
持
続
的
な

経
済
発
展
を
追
求

主
要
活
動

・
北
東
ア
ジ
ア
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
促
進
会
議
（
毎

年
開
催
）

－�
通
商
促
進
セ
ミ
ナ
ー
、
投
資
政
策
情
報
交
流

会
、
通
商
商
談
、
特
産
品
及
び
カ
タ
ロ
グ
展
示

－

多
者
間
専
門
品
目
商
談
会

・
北
東
ア
ジ
ア
地
域
経
済
通
商
交
流
の
活
性
化

－
会
員
自
治
体
の
資
源
と
投
資
環
境
の
分
析

－�
経
済
通
商
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
電
子
商
取
引
）

を
構
築
・
運
営
し
、
電
子
貿
易
を
活
性
化

　
会
員
自
治
体
の
多
く
が
特
に
こ
の
経
済
通
商

分
野
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
経
済
通
商
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.neargov.org

）
に
リ
ン
ク
し
、

各
会
員
自
治
体
に
所
在
す
る
企
業
の
商
品
を
検

索
、
取
引
の
斡
旋
、
製
品
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
な
ど
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
今

年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
「
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
国
際
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
期
間
中
、「
新
成
長
グ
リ
ー
ン
産

業
の
広
報
展
示
会
」
が
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

○
環
境
分
科
委
員
会
（
富
山
県
）

　
二
一
世
紀
の
地
球
環
境
問
題
解
決
の
た
め
の

地
域
内
自
治
体
間
相
互
協
力
を
模
索

主
要
活
動

・
海
辺
の
漂
着
物
及
び
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
渡

り
鳥
に
関
す
る
共
同
調
査

・
北
東
ア
ジ
ア
地
域
国
際
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
通
じ
た
環
境
保
全
計
画
と
情
報
交
換

・
北
東
ア
ジ
ア
青
少
年
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

○
教
育
・
文
化
交
流
分
科
委
員
会
（
島
根
県
）

　
文
化
、
学
術
、
芸
術
分
野
の
交
流
協
力
を
通

じ
た
地
域
間
の
多
様
性
に
対
す
る
相
互
理
解
の

促
進

主
要
活
動

・「
北
東
ア
ジ
ア
交
流
の
翼
in
し
ま
ね
」
事
業

－�
会
員
自
治
体
の
青
少
年
に
よ
る
日
本
伝
統

文
化
体
験
及
び
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

・「
北
東
ア
ジ
ア
国
際
文
化
パ
レ
ッ
ト
」
事
業

－�
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
伝
統
芸
能
団
体
の
招

待
公
演
と
住
民
と
の
交
流
活
動

○
防
災
分
科
委
員
会
（
兵
庫
県
）

　
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
防
災
体
制
の
充
実
化
・

先
進
化
、
地
域
間
の
連
帯
増
進
を
図
る

主
要
活
動

・
地
震
、
洪
水
、
山
火
事
等
の
災
害
に
よ
る
被

害
予
防
法
案
の
共
同
模
索

・
防
災
分
野
の
研
修
交
流
の
実
施

・
防
災
研
究
の
成
果
等
の
提
供
　

　
二
〇
〇
九
年
三
月
に
第
七
回
防
災
分
科
委
員
会

が
兵
庫
県
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
阪
神
淡
路

大
震
災
と
四
川
大
地
震
の
事
例
比
較
を
テ
ー
マ
に

し
た
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
四
川
省
の
内
陸
型

大
地
震
の
経
験
と
教
訓
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
経

験
と
教
訓
に
つ
い
て
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○�

国
境
地
区
協
力
分
科
委
員
会
（
イ
ル
ク
ー
ツ
ク

州

：

ロ
シ
ア
）

　
国
境
地
区
の
経
済
協
力
と
貿
易
拡
大
及
び
観

光
産
業
の
活
性
化
を
図
る

主
要
活
動

・
国
境
地
区
会
員
自
治
体
の
交
流
協
力
の
活
性

化
に
向
け
て
国
境
協
力
に
関
す
る
法
律
、
国

境
地
区
貿
易
法
の
共
同
制
定
、
査
証
取
得
手

続
の
簡
素
化
、
投
資
活
動
の
活
性
化
を
進
め
る

○
科
学
技
術
分
科
委
員
会
（
京
畿
道

：

韓
国
）

　
北
東
ア
ジ
ア
地
域
共
同
発
展
の
た
め
の
科
学

技
術
協
力
の
促
進

主
要
活
動

・
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
科
学
技
術
分
野
の
交
流

に
向
け
た
博
覧
会
、
科
学
技
術
交
流
会
議
等

を
計
画
中

○
海
洋
・
漁
業
分
科
委
員
会
（
山
東
省

：

中
国
）

　（
二
〇
〇
八
年
新
設
）

　
北
東
ア
ジ
ア
関
連
地
域
の
海
洋
及
び
漁
業
分

野
に
お
け
る
交
流
と
協
力
を
強
化
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で
は
初
め
て
の
日
本
専
門
チ
ー
ム
「
日
本
Ｔ
／
Ｆ

（Task Force

）
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
日
本
か
ら

の
観
光
客
や
企
業
の
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
〇
〇
八
年
に
就
任
し
た
第
一
七
代
李
明

博(

イ
ミ
ョ
ン
バ
ク)

大
統
領
の
故
郷
で
も
あ
り
、

近
年
注
目
を
浴
び
て
い
る
地
域
で
す
。

Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
常
設
事
務
局
は
、
事
務
総
長
、
事
務

局
長
、
企
画
総
務
課
、
国
際
協
力
課
の
一
局
二
課

と
な
っ
て
お
り
、
慶
尚
北
道
か
ら
の
派
遣
職
員
、

各
会
員
地
域
及
び
言
語

を
担
当
す
る
専
門
委
員
、

日
本
、
中
国
、
モ
ン
ゴ
ル
、

ロ
シ
ア
各
国
の
会
員
自
治

体
か
ら
の
派
遣
職
員
が

勤
務
し
て
い
ま
す
。

事
務
局
は
、
会
員
自
治
体
間
の
業
務
連
絡
や
調

整
を
行
っ
た
り
、
交
流
促
進
事
業
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
隔
月
に
「
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
ニ
ュ
ー
ス
」
紙
を
韓
・

日
・
中
・
モ
・
ロ
・
英
の
六
カ
国
語
で
製
作
・
配
布

し
て
会
員
自
治
体
の
動
向
等
に
つ
い
て
情
報
提
供

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
自
治
体
以
外
の
自
治

体
に
対
し
て
も
交
流
促
進
の
た
め
の
情
報
提
供
等

に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
経
済
問
題
の
実
質
的
な
解
決
の
た

め
の
場
と
し
て
二
〇
〇
七
年
か
ら
毎
年
、
北
東
ア

ジ
ア
経
済
の
共
同
発
展
を
主
題
と
し
た
「
Ｎ
Ｅ
Ａ

Ｒ
国
際
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
五
月
に
慶
尚
北
道
慶
州
市
で
「
世
界
経
済

危
機
の
克
服
の
た
め
の
北
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け

る
共
同
協
力
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
活
発
な

意
見
・
情
報
の
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
要
活
動
（
予
定
）

・
科
学
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
学
術
交
流
を

実
施

・
海
洋
開
発
と
保
護
を
テ
ー
マ
と
す
る
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催

・
企
業
間
商
談
会
の
開
催
に
よ
る
貿
易
の
促
進

・
研
修
生
相
互
派
遣
に
よ
る
分
野
別
交
流
／
協

力
の
実
施

○
観
光
分
科
委
員
会
（
河
南
省

：

中
国
）

　（
二
〇
〇
八
年
新
設
）

　
北
東
ア
ジ
ア
各
自
治
体
の
観
光
事
業
の
発
展

を
促
進
、
相
互
利
益
と
共
同
発
展
を
目
指
す

主
要
活
動
（
予
定
）

・
観
光
展
示
会
及
び
広
報
活
動
、
観
光
協
力
フ

ォ
ー
ラ
ム
開
催
な
ど
各
会
員
自
治
体
へ
の
実

務
的
な
協
力
の
場
を
提
供

二
〇
〇
九
年
五
月
に
韓
国
慶
州
市
で
開
催
さ
れ
た

実
務
者
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
気
候
変

化
、女
性
福
祉
、農
業
の
三
つ
の
分
科
委
員
会
の
追
加

設
置
要
望
が
あ
り
、
九
月
に
開
催
予
定
の
実
務
者
委

員
会
で
具
体
的
な
議
論
が
深
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
常
設
事
務
局
は
、
韓
国
慶
尚
北
道
の

浦
項(

ポ
ハ
ン)

市
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
浦
項

市
は
韓
国
南
東
部
の
海
岸
沿
い
に
位
置
し
て
お
り
、

人
口
約
五
一
万
人
の
工
業
都
市
で
、
世
界
的
に
も

有
名
な
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
旧
浦
項
総
合
製
鉄
）
を
は

じ
め
と
す
る
大
規
模
な
製
鉄
施
設
が
多
く
あ
り
ま

す
。
浦
項
市
で
は
今
年
に
入
り
、
韓
国
の
自
治
体

今
年
六
月
末
、
日
本

－

韓
国

－ロ
シ
ア
を
結
ぶ
航

路
が
新
た
に
二
航
路
就
航
し
ま
し
た
。（
鳥
取
・
境
港

－

韓
国
・
東
海

－ロ
シ
ア
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
、
新
潟

－

韓
国
・
束
草

－ロ
シ
ア
・
ト
ロ
イ
ツ
ァ
）
こ
の
航
路
就

航
に
も
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
環
日
本
海
を
取
り
巻

く
情
勢
は
刻
々
と
変
化
し
て
お
り
、
北
東
ア
ジ
ア
地

域
の
潜
在
力
が
新
た
に
認
識
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
の
よ
う
な
国
家
を
超
え
た
連
合

は
、
地
域
間
の
異
質
性
・
多
様
性
を
補
完
し
合
う
こ

と
で
、
シ
ナ
ジ
ー
（
相
乗
）
効
果
を
創
出
し
た
り
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方
式
で
の
協
力
・
交
流
実
現
に
向
け

て
の
地
域
協
力
体
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
朝
鮮
問
題
等
が
解
決
さ
れ
、
日
本
海
が
平
和

の
海
と
な
れ
ば
、
沿
岸
地
域
の
情
勢
は
急
速
に
活

発
化
し
、
さ
ら
に
発
展
す
る
可
能
性
が
大
い
に
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
欧
米
中
心
の
経
済
発
展
の
恩

恵
を
受
け
て
き
た
太
平
洋
側
の
自
治
体
に
お
い
て

も
、
今
後
は
北
東
ア
ジ
ア
方
面
と
の
連
携
強
化
に

目
を
向
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
は
注
目

す
べ
き
存
在
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

事
務
局

お
わ
り
に

お
問
い
合
わ
せ
先

韓
国
　
慶
尚
北
道
浦
項
市
南
区
芝
谷
洞
六
〇
一
番
地
浦
項

T
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体
連
合
　
事
務
局

日
本
派
遣
駐
在
官
　
高
橋
哲
也
（
兵
庫
県
よ
り
派
遣
）
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c兵庫県からの派遣職員
高橋哲也さん


